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２０２３年２月１６日

各  位

株式会社東京証券取引所

個人投資家のＥＴＦの利用状況・アンケート調査結果の公表について

株式会社東京証券取引所（以下「東証」という）は、このたび、証券各社の協力を得て、個人投

資家に対するＥＴＦの利用状況等に係るアンケート調査を行いました。

昨今のＥＴＦ受益者調査でも明らかになっているように、個人投資家によるＥＴＦの利用は拡大

を続けておりますが、今般、直近の個人投資家によるＥＴＦの利用状況と、アンケート調査から得

られた結果・示唆について取りまとめましたので、下記のとおりお知らせいたします。

詳細は別紙「個人投資家のＥＴＦ利用状況（アンケートの調査結果）」をご覧ください。

記

１．アンケートの概要

・実施期間 ２０２２年７月～１０月

・実施方法 東証が設問を作成し、協力いただいた証券会社の顧客に対し、各社から

アンケートへの回答を依頼

東証上場ＥＴＦの保有・取引経験がある層を対象に実施

・有効回答数 １１，１１２件

２．利用動向とアンケート調査結果のサマリー

（１）個人投資家のＥＴＦ利用動向

 個人投資家のＥＴＦの保有残高は１．３兆円に到達、保有者数では１１７万件を突破。

 レバレッジ・インバース、日本株ＥＴＦ、外国株ＥＴＦ等を中心に、ＥＴＦの利用は拡大

を続けており、利用者の裾野も着実に広がっている。

 特に、外国株ＥＴＦの残高は急速に伸びており、個人投資家から、ＥＴＦが海外分散投資

のツールとしても注目されていることがうかがえる。



（２）利用する東証上場ＥＴＦの銘柄の種類や頻度

 個人投資家は、日本株の主要指数（ＴＯＰＩＸ・日経２２５）、外国株ＥＴＦ、国内株レバ

レッジ・インバース、ＲＥＩＴ ＥＴＦを中心に利用している。

 取引するのは月に数回以下と、比較的頻度の低い投資家層が９割近くを占める。

 そのような投資家層からは、外国株やＲＥＩＴのＥＴＦへの人気が比較的高く、分散や利

回りを狙った長期投資のツールとして選好されていることがうかがえる。

（３）海外上場ＥＴＦの利用状況

 ４割弱の投資家が海外上場ＥＴＦを利用しているが、その取引頻度は東証上場ＥＴＦと大

きな差異は見られない。

 東証上場ＥＴＦの取引頻度が低い投資家層の方が、海外上場ＥＴＦを活用している傾向が

あり、海外上場ＥＴＦも活用して長期分散投資を行っている投資家が多いとみられる。

（４）ＥＴＦ市場の流動性向上・外国ＥＴＦの二重課税調整制度に関する認知度

 「東証上場ＥＴＦの流動性向上」、「東証上場外国ＥＴＦで適用される二重課税調整」のい

ずれも、全体の３～４割程度に認知されており、投資経験のある投資家においては、一定

程度の認知が得られていることが明らかになった。

（５）東証の今後の施策について

 東証で売買出来たら良いと思う商品としては、米国上場の個別銘柄、との回答が最多。

 ＥＴＦの取引時間については、夜間をはじめ、昼休みや夕方の時間帯にも取引を望む声が

多く寄せられた。

当社は、今回の調査結果を踏まえて、投資家の皆様にとってより一層利便性の高い市場環境を提

供すべく、更なる売買制度・商品制度の整備などＥＴＦ市場の振興に努めて参ります。

以 上
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